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【開発の背景】 
プラスチック管にディスプレー用などの薄いフィルムを巻き付ける際，管表面が粗いほどフィ

ルムに傷がつきやすく，管表面近くのフィルムを廃棄しなければならないという問題がありまし

た。三協紙業株式会社では管表面を鏡面風に加工することで，管表面の凹凸を抑えた ABS（アク

リロニトリル・ブタジエン・スチレン）製のプラスチック管を開発しました。 

 

【支援内容】 
開発したプラスチック管の表面粗さ抑制具合を定量的に評価するため，従来品および開発品に

ついて，表面粗さ輪郭形状測定機による表面粗さ測定（図 1）と光沢計（日本電色工業㈱製 PG-1M）

による光沢度測定（測定角度：20°，60°，85°）を行いました。 

測定の結果，従来品の粗さ（算術平均粗さ Ra）0.145μmに対して，開発品の粗さが 0.046μm

となり，開発品の粗さが約 3分の 1に抑制できたことを確認しました。 

光沢度測定の結果から，従来品と比較し開発品の光沢度の向上が確認されました。このことも，

管の表面粗さの抑制を支持する結果となります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【開発した製品の紹介】 

従来品では管表面近くのフィルムを大量に廃棄す

る必要がありましたが，開発品（図 2）ではフィルム

に傷がつきにくいため廃棄量を削減することが可能

になりました。 

 

今後，ショーウインドーや車両の運転席のパネルな

どに使うディスプレー用のフィルムメーカーを中心

に販売を拡大させる予定です。 

 

想定価格：250mmあたり 300円 (税抜) 
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（上：開発品，下：従来品） 
図２ プラスチック管 

図１ 表面粗さ測定の様子 


